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国
際
水
協
会
（Ｉ
Ｗ
Ａ
）

国
際
水
協
会

一Ｉ
Ｗ
Ａ
｝
に
よ
る
水
に
関
す
る

「世
界
会
議

・
展
示
会
」
が
九
月
十
六
日
か
為

五
日
間
に
渡
り
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で
第
十

一
回
を
数
え
る
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界

会
議
は
日
本
で
初
め
て
の
開
催
で

「水
の
未
来
を
形
成
す
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス

（強
靭
性
）
や
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（持
続
可
能
性
）
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（技
術
革
新
ご

と
い
っ
た
サ
ブ
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
九
題
の
基
調
講
演
や
約
五
十
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
、
約
二

百
七
十
の
技
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
．
同
会
議
に
は
世
界
百
力
国
以
上
か
ら
水
の
専

門
家
や
晨
示
会
参
加
者
を
含
め
約

｛
万
人
の
参
加
が
あ
り
Ｉ
Ｗ
Ａ
史
上
、
過
去
最
大
規
模
と
な

つ

た
。

一
．

Ｉ

Ｗ
Ａ
開
会

式

ダ
イ
ア
ン

・
グ
ラ
ス
ー
Ｗ
Ａ
会
長
は
、
こ
の
会
議
が

「
世
界
が
抱
え
る
最
大
の
課
題
の

一
つ
で

あ
る
水
に
対
す
る
対
策
を
考
え
て
、
ま
た
世
界
の
水
リ
ー
ダ
ー
と
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
最
高

の
機
会
で
あ
る
」
と
紹
介
、
さ
ら
に

「水
は
持
続
可
能
な
社
会
目
標
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
り
、

世
界
は
そ
の
対
策
を
必
要
と
し
て
い
る
。
様
々
な
大
陸
文
化
を
有
す
る
Ｉ
Ｗ
Ａ
会
員
は
分
野
を
横

断
し
水
問
題
解
決
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
呼
び
か
け
た
。
開
催
都
市
を
代
表
し
、
小
池

百
合
予
東
京
都
知
事
は

「東
京
開
催
を
歓
迎
す
る
、
東
京
都
は
上
下
水
道
の
強
靭
性
を
高
め
る
努

力
を
し
続
け
て
き
た
。
多
く
の
困
難
の
申
で
我
々
が
培

つ
た
技
術
と
経
験
は
、
か

つ
て
の
東
京
と

同
じ
よ
う
に
水
の
課
題
を
抱
え
る
国
や
地
域
に
と
り
共
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
成
果
が
世

界
の
水
問
題
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

・
皇
太
子
殿
下
の
お
言
葉

開
会
式
に
は
皇
太
子
ご
夫
妻
が
ご
臨
席
さ
れ
た
。
轟
太
子
殿
下
は
英
語
で
、
さ
き
の
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
で
の
被
害
者
に
哀
悼
の
意
を
表
さ
れ
た
の
ち
、
お
営
業
を
述
べ
ら
れ
た
。
世
界
に
は

安
全
な
水
や
適
切
な
衛
生
施
設
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
人
々
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
。
国
連
で
採

択
さ
れ
た

「持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
に
お
い
て
水
の
問
題
が
貧
困
や
ジ
エ
ン
ダ
ー
な
ど
他
の
目
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標
に
密
接
に
関
連
し
、
横
断
的
な
課
題
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
．
さ
ら
に

「私
は
こ
れ
ま

影
　
で
世
界
水
フ
オ
ー
ラ
ム
や
国
連
の
水
と
災
害
に
関
す

輔
　
る
特
別
会
合
に
て
講
演
を
通
じ
て
人
と
水
と
の
関
わ

懺
　
り
合

い
に
つ
い
で
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

醐

〈中
略
〉
こ
の
会
合
が
世
界
の
水
問
題
の
解
決
に
向

配
　
け
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
水
を
通
じ

膵
　
た
人
類
の
繁
栄
、
十
福
の
実
現
に
向
け
て
関
係
者
が

鮮
　
継
続
し
て
力
を
合
わ
せ
て
いく
こ
と
を
願
いま
す
」

豊
　
と
期
待
さ
れ
た
ф
筆
者
は
第
二
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム

（〇
三
年
、
日
本
）
、
第
五
回
世
界
水
フ
オ
ー
ラ

ム

（〇
九
年
、
ト
ル
コ
）
で
は
会
場
で
直
接
、
殿
下

の
基
調
講
演
を
拝
聴
し
、
第
六
国

（
一
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
）
、
第
七
回

（
一
五
年
、
韓
圏
）
で
は

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
拝
聴
し
た
が
、
殿
下
の
水
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
と
、
国
際
社
会
に
水
の

大
切
を
話
り
か
け
る
姿
は
、
世
界
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
き
た
が
、
来
年
五
月
に
新
天
皇
に
即

位
さ
れ
る
殿
下
に
と

っ
て
最
後
の
水
の
国
際
会
議

へ
の
出
席
と
な
っ
た
。

（過
去
の
講
演
内
容
は
富
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
英
文
お
よ
び
日
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）

二
．
基
調
講
演

こ

「災
害
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
た
政
策
の
あ
り
方
」…
…
小
池
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
長

ユ
ネ
ス
コ
後
援
機
関

・
水
災
害

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー

（Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
）

の
小
池
俊
雄
セ
ン
タ
ー
長
は

「
リ
ス
ク
の
同
定
、
削
減
、
管
理
の
各
分
野
に
お
け
る
最
近
の
動

向
」
と
選
し
、
地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
災
害
リ
ス
ク
め
低
減
に
向
け
た
政
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
知
見
を
披
露
。
気
候
変
動
に
は
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
政
策
に
よ
り

災
害
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
持
続
可
能
な
国
上
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
構
築
す
べ
き
。
さ
ら
に
適
切
な

投
資
で
科
学
技
術
を
開
発
す
べ
き
で
あ
る
と
締
め
く
く

っ
た
。

一
専

「心

・
技

・
体
で
健
全
な
水
循
環
都
市
の
構
築
」
…
…
小
池
都
知
事

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
水
循
環
都
市
の
構
築
に
向
け
て
」
と
題
し
、

水
に
悩
ま
さ
れ
た
江
戸
時
代
か
ら
世
界
有
数
の
大
都
市
に
成
長
し
た
東
京
の
歴
史
に
触
れ

「水
に

関
し
て
様
々
な
制
約
を
克
服
す
る
た
め
に
、
上
下
水
道
の
技
術
を
磨
き
、
今
や
高
品
質
な
水
道
、

快
適
な
水
辺
空
間
を
提
供
で
き
る
世
界
に
誇
れ
る
都
市
に
な

っ
た
。
健
金
な
水
循
環
の
実
現
に
は
、

環
境
問
題
や
災
書
リ
ス
ク
の
課
題
解
決
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
そ
の
視
点
と
し
て
武
士
道
に
曲

来
す
る

「
心
露
Ｆ
働
、
技

降
臨
、
体

げ
＆
ヽ
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た
持
論
を
展
開
。
ス
マ
ー
ト
ウ

オ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
常
に
新
技
術
を
取
り
入
れ
進
化
す
る
こ
と
で
都
市
の
水
問
題
解
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決
に
、
東
京
よ
り
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
と
ま
と
め

つ
つ
、
会
場
に
い
る
来
場
者
全
員
と

「心

９
技

・
体
は
な
唱
和
し
基
欄
講
演
を
締
め
く
く

っ
た
。
会
場
か
場
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起

つ
た
。

宙
専

「イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
普
及
は
大
き
な
課
題
」

オ
ラ
ン
ダ

・
デ
ル
ツ
ト
エ
科
大
学

マ
ー
ク

・
バ
ン

・
ル
ー
ス
ド
レ
ヒ
ト
教
授
と
、
米
国
ニ
ュ
ー

ハ
ゾ
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ス
テ
ィ
ー
ル

・
マ
ー
シ
ー
氏
が
登
壇
Φ
ル
ー
ス
ド
レ
ヒ
ト
教
授
は

「
ツ
ー
ル
や
技

術
の
保
有
だ
け
で
は
な
く
、
市
場
や
経
済
の
進
展
と
合
わ
せ
た
連
携
が
重
要
だ
」
、
と
述
べ

「
研

究
者
は
開
発
に
し
か
興
味
が
な
い
、
こ
れ
は
ダ
メ
で
普
及
の
た
め
に
は

一
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

構
築
が
必
須
」
と
強
調
し
た
。
マ
ー
シ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
著
し
く
発
展
を
遂
げ
た

背
景
に
は
、
特
許
制
度
に
よ
る
技
術
者
の
意
欲
の
高
ま
り
が
あ

っ
た
」
と
し

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
け
ん
引
す
る
外
部
的
な
動
機
付
け
が
必
要
」
と
述
べ
、
そ
の
技
術
も
陳
腐
化
し
な
い
技
術
、
二

十
年
程
度
使
え
る
技
術
、
五
年
程
で
陳
腐
化
す
る
技
術
と
分
類
し
開
発
時
か
』
寿
命
を
意
識
す
べ

き
と
強
調
し
た
。

三
．
展
示
会

Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議
に
併
設
さ
れ
た
農
示
会
に
は
、
国
内
外
か
ら
約
二
百
五
十
団
体
、
ジ
ャ
パ

ン

・
パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
九
十

一
団
体
が
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り
で
あ

っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
小
池
都
知
事
が

「
日
本
が
誇
る
数
々
の
技
術
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
て
水
分
野
を
け
ん
引
す
る
活
力
に
な
る
よ
う
成
果
に

期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。
産
業
界
を
代
表
し
て
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
の
宮
崎
正
信
専
務

理
事
が

「
こ
の
晨
示
会
に
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
世
界
最
高
水
準
の
水
に
関
わ
る
技
術
と
経
験
、

政
策
が
晨
示
さ
れ
て
い
る
。
地
球
上
の
水
問
題
を
解
決
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｃ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
も
日

本
企
業
が

一
体
と
な
り
、
世
界
の
要
請
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。
展
示
会
場
で

は
、
多
く
の
着
手
社
員
が
動
員
さ
れ
、
海
外
訪
問
客
に
熱
心
に
説
明
を
行

っ
て
い
た
。
彼
ら
が
管

理
職
に
な
る
頃
に
は
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
売
り
上
げ
比
率
が
飛
躍
的
に
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

・四
．
閉
会
式
…
…
東
京
宣
言

（東
京
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
が
採
択

閉
会
式
で
は
世
界
会
議

・
農
示
会
の
成
果
が
総
括
さ
れ
た
。
カ
ラ

・
Ｉ
Ｗ
Ａ
専
務
理
事
は

「東

京
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
Ｉ
Ｗ
Ａ
が
主
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
①
下
水
道
に
よ
ら
な
い
衛

生
管
理
に
関
す
る
新
し
い
研
究
グ
ル
ー
プ
の
創
設
、
Ｏ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
新
し
い
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
構
築
、
③
水
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
④
政
策
立
案
を
支
援
す
る
新
し
い
行
動
の

推
進
な
ど
の
採
択
を
表
明
し
た
ゅ
次
国

（二
年
後
）
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
開
催
さ
れ
る
。
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